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市民とアートをつなぐ

　「とよなか ARTS ワゴン アーティストバンク」は、市民とアーティストをマッチングする豊中市立文
化芸術センターの新たなアーティスト人材紹介システムです。
　登録アーティストは、豊中市立文化芸術センターのレジデントアーティストとして 2 年間活動した
実績を持つ演奏家です。コンサートやリサイタルはもちろんの事、これまでワークショップや小学校
への出張公演など様々な取り組みをおこなってきました。
　そして、本アーティストバンクでは、市民のみなさまとアートを通して繋がっていくことで彼女ら・
彼らたちの活動の場を広げると同時に、地域の魅力発展に尽力します。
　イベントや特別な日をアートで彩ってみる。そんな時間を生み出すのが「とよなかARTSワゴン アー
ティストバンク」です。

ご利用案内

問い合せ・申し込み

アーティスト文化芸術センター
（事務局）依頼主（主催者）

実施終了後、詳細・実績報告、感想などを記載した報告
書をご提出していただきます。

実施と報告

アーティストが決定しましたら、内容・スケジュール・
謝礼などについて打ち合わせをしていただきます。

打ち合わせ

マッチング

利用申請書をもとにアーティストとの
マッチングを事務局が行ないます。

利用規約をお読み頂いた上、
利用申請書の提出をお願いします。

申し込む

まずは文化芸術センター（事務
局）へお問い合わせ下さい。

問い合せる

ご利用にあたって

・アーティストの無料派遣は行なっておりません。

・申請内容が本バンクの運用目的から著しくかけ離れていると判断される場合は、お断りする場合がございます。

・スケジュールや内容によってご希望に添えない場合もございます。予めご了承ください。

・その他、ご利用方法や、こんなことをしてみたいなどのご要望に関しましては、豊中市立文化芸術センター事
務局 (06-6864-3901 ※月曜休館｜9:00 ～20:00）にお気軽にお問い合わせ下さい。

申込内容の紹介
スケジュールの確認

マッチングの可否結果のご連絡

実施

会場

④

ご利用の流れ

③

②

①

実施報告書の提出

打ち合わせ



新崎 洋実
ピアノ

新崎 洋実

　２人の姉について行くようにピアノを始め、家族の影響で幼少期から色んな音楽に触れ次第にのめり込んでいった私
は、もっと色んな音楽の世界を知りたい！との思いで沖縄県立芸術大学、パリ地方音楽院に進学しました。そこでの学
びや経験は、もっと色んな人たちと音楽を共有したい！という思いに変わり、卒業後、音楽活動をスタートさせました。
　これまで各地の公共ホールでのコンサートをはじめ、学校等でのアウトリーチ、器楽や邦楽器とのアンサンブル、ダ
ンス・朗読等とのコラボレーション、ピアノデュオでの活動、音楽ワークショップ、現代音楽の初演など、多角的に音
楽を介した企画・活動を積極的に行い、音楽で人と繋がっていけるような活動をしています。

ピアノ

　音楽を介して出会う方々と対話し、繋がることを大切に
したいです。対話は決して言葉だけではありません。身
体を向かい合わせることや目を見ること、音を聞くこと、
同じ場所にいること。どんな小さなことでも日常には対話
が生まれるきっかけが溢れています。また、私自身幼少
期の体験が、大人になった今のいろんな価値観に繋がっ
ていると感じています。特に未来を生きる子どもたちと一
緒に、それぞれが感じる新しい発見や体験の中に自然と
「音楽がそばにある」場所や時間を育んでいけるような活
動ができたらいいなと考えています。

沖縄県出身。
沖縄県立芸術大学音楽学部器楽専攻ピアノコース卒業。西銘順治賞受賞。パリ地
方音楽院（CRR de Paris）最高課程演奏家コースを、審査員満場一致の一等賞で
卒業、コンサートディプロマ・上級音楽研究資格取得。
レオポルト・ベラン国際コンクール第 1位。
パドヴァ国際音楽コンクールピアノ部門第 1位、全部門にて第 2位。
おきでんシュガーホール新人演奏会オーディション優秀賞。
日本各地、フランスやイタリアにて、ソロや、室内楽などのコンサートに出演。
ソロのみならず、アンサンブルピアニストとして室内楽や声楽、器楽との共演も多
い。
さらに小物楽器を使った演奏や、創作ダンスなど他分野とのコラボレーション、
全国各地の学校や地域施設でのアウトリーチなど、広く活動を展開している。
また、ピアニスト新崎誠実とともに「ピアノデュオ新崎姉妹」としても活動中。
2018 年 8月、新崎姉妹ファーストアルバム「連弾日和」がN.A.Tよりリリース。
現在は大阪を拠点に活動を行う。帝塚山大学非常勤講師。（一財）地域創造・公
共ホール音楽活性化アウトリーチフォーラム事業令和元・３年度長野セッション・
アシスタントコーディネーター。
豊中市立文化芸術センター第 1期レジデントアーティスト。
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アーティスト紹介

これまでの活動

アーティストとしての重点ポイント

ひとことPR

様々な文化の入り混じる沖縄に
生まれ育った私の大阪・豊中で
活動する上での強みは「ヨソモ
ノ」であることです。
多様な現代を生きる私たちが共
に、対話を育みながら、「おも
しろいモノ」を一緒につくって
行けたらと思います。
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大阪府豊中市出身。
2016 年大阪芸術大学芸術学部演奏学科卒業。卒業時、学科長賞受賞。同校卒業
演奏会、第 57 回関西新人演奏会、第 13 回日本サクソフォーン協会新人演奏会、
第32回ヤマハ管楽器新人演奏会等多数出演。第25回日本クラシック音楽コンクー
ル全国大会第3位（2位なし）。同大会優秀賞受賞。第21回KOBE国際音楽コンクー
ル C 部門において優秀賞受賞。第 17 回大阪国際音楽コンクール室内楽部門最高
位（1位なしの2位）。他、コンクールにて大阪市長賞、兵庫芸術文化協会賞受賞。
第 18 回泉の森フレッシュコンサートにて優秀演奏者に選出、ガラコンサートに出
演。各コンクール入賞者による披露演奏会に出演する他、学内選抜による久保惣
ミュージアムコンサート等に出演。2017年、大阪チェンバーオーケストラとJ.イベー
ル作曲「アルト・サクソフォーンと11の楽器のための室内小協奏曲」を共演する他、
いずみホールで行われた関西室内楽協会主催「男たちが奏でる音楽の世界 ～21世
紀を担う若き音楽家たち～」ではソリストとしてピアノ、弦楽とロベルト・モリネッ
リ作曲「ニューヨークからの４枚の絵」を共演。
これまでにサクソフォンを辻本剛志氏に師事。大城正司、Rodrigo Villa 各氏のプ
ライベートレッスンを受講。また室内楽では Claude Delangle 氏のマスタークラス
を受講。
現在中学校・高校吹奏楽部の楽器指導、個人指導をする傍ら、レコーディングや
様々なアンサンブル形態での演奏活動も行っている。関西室内楽協会会員。
《SAXA'S》《ねぎまろん》各メンバー。
豊中市立文化芸術センター人材育成事業「とよなか ARTSワゴン」レジデントアー
ティストの一員として選出され、現在活動中。
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豊中市立文化芸術センター人材育成事業「とよなか ARTSワゴン」レジデントアー
ティストの一員として選出され、現在活動中。

　大阪芸術大学卒業。日本クラシック音楽コンクール、KOBE 国際音楽コンクール、大阪国際音楽コンクール等の様々
なコンクールで多数受賞。今までに数々のオーケストラ団体のソリストを務め、2021 年には自身の出身地である豊中市
でサクソフォンリサイタル～艶奏～を開催。クラシック、ポップス、ジャズあらゆるジャンルに対応し、数々のライブコンサー
トを行なっている。演奏場所はコンサートホール、野外イベント、学校など多岐に渡る。その他、中学校・高校吹奏楽部、
個人指導をする傍ら、レコーディングや様々なアンサンブル形態での演奏を行なっている。

　“音を奏でる” には演奏技術だけでなく人間味や魅力が
必要だと考えています。
　日々の生活で感じる出来事を音楽に変換し、表現する
ことこそがアーティストの役割だと感じています。

これまでの活動

アーティストとしての重点ポイント

ひとことPR

唯一無二の演奏を
聴いて下さい！！

アーティスト紹介
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京都市立芸術大学音楽学部卒業。
ハンブルク音楽演劇大学大学院修士課程修了後、ハノーファー音楽演劇
メディア大学ソリスト課程修了、ドイツ国家演奏家資格を取得。
奥本順子、中野慶理、樋上由紀、フォルカー・バンフィールド、マルクス・
グローの各氏に師事。
第 51回国際ピアノコンクール“Arcangelo Speranza”(イタリア ) 第 2 位、
第 24 回 ABC 新人コンサート音楽賞、2019 年度秋篠音楽堂アーティスト
賞など数多くのコンクールにて受賞。また、国内外のオーケストラと共演。
ゲッティンゲンシンフォニーオーケストラとは、ドイツの保険会社のバッ
クアップにより、ピアノ協奏曲の CD も制作。国内外の音楽祭にも多数
出演し、ベバーゼー音楽祭 “Bebersee Festival” においては、その模様
がドイツ国内にテレビ放送され、ドイツ新聞紙 Templiner Zeitung に
ヨーロッパの音楽文化を深く理解していると評される。また、ハノーファー
音楽演劇メディア大学在学中には、東日本大震災のチャリティーコンサー
トを主宰、ならびに出演し、日本赤十字社への義援金の寄付をはじめ、
社会的活動も積極的に行う。
現在は、ソロや伴奏などの演奏活動のほか、後進の指導、小学校や養
護学校にてアウトリーチ活動を行う。
平成 29 ～ 31 年度滋賀県立文化産業交流会館主催「アートのじかん」
登録アーティスト。
「とよなかARTSワゴン」レジデントアーティスト。
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アーティスト紹介

　京都市立芸術大学卒業後、ドイツに 5 年間留学、ドイツ国家演奏家資格取得。留学中より、ただ演奏するだけでは
なく、よりクラシック音楽の魅力を伝えられるよう、ドイツ語でレクチャーについてのワークショップを受け、帰国後は、
豊中市だけではなく、他の自治体の小学校や養護施設でアウトリーチを行なっている。大人向けだけではなく、0 歳
から対象のコンサートや、子どもたちとコンサートを作るワークショップの他、ソニー音楽財団の「こどものためのクラ
シック♪」YouTubeチャンネルにて、動画を公開中。

　「音楽」という言葉は、「音を楽しむ」と書きます。その「楽
しむ」という気持ちをいつも大切にしています。
　そして、音楽は、他の芸術のみならず、様々な分野と
の「つながり」を見つけることができます。絵画をはじめ、
小説、歴史、流行など…。音楽をただ受動的に聴いてい
ただくだけではなく、日常のふとした時に、その「つながり」
にピンときて、新たな発見を通して、新たな世界（視野）
が広がればいいなと思いながら活動しています。また、
音楽を通して、人との「つながり」も広がっていくように、
常に柔軟に活動することも心がけています。
　アーティストとして、社会の中での音楽の存在意義を忘
れずに、みなさんと笑顔のあふれる時間を一緒に作る機
会を楽しみにしています。

これまでの活動

アーティストとしての重点ポイント

ひとことPR

育児中ですので、子ども
むけのイベントも大歓迎
です！
留学もしていましたので、
（少しですが）英語やドイ
ツ語も話せます。


